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本校の環境教育の方向性の変換

①「内容ベース」から「資質・能力ベース」へ



本校の環境教育の方向性の変換

②資質・能力を中心とした教科横断的なカリキュラムの作成

理科と関連させた
研究の推進



資質・能力を育成するための具体的手立て

手立て１
「ひと・もの・こと」
を中心に据えた主体的
な体験活動を取り入れ
た指導の工夫

手立て２
思考の過程を可視化し、
協働的な学びの楽しさ
を生む対話的な学習の
工夫

資質能力の育成

子どもたちの対話、発言、文章表現を
分析し、評価を行う。



第３学年「動物のすみかを調べよう」

<総合的な学習の時間：曽根東の宝物「クリークの生物調べ」と関連した実践＞
情報交換をしたり調べ活動をし
たりしながら、学校の回りのク
リークを繰り返し観察する。
デジカメを活用し、記録を残す。

課題別グループで調べ活動
を行い、情報を交換しなが
ら動物の生息環境をマップ
にまとめる「ありがとうのつながり」（捕

食や生息場所のつながり）を
ウェビングマップにまとめる

ひと・もの・ことにふれる

思考の可視化

協働的な学び



ショウリョウバッタについて
調べた児童の記述の変化

ショウリョウバッタやキリギリス
がツユクサの近くにいるからツユ
クサとつながりがあると思う

すみかは草原です。食べ物はスス
キ、オヒシバ、チカラシバ、エノ
コログサなどのイネ科の植物です

ありがとうのつながりでもっと調
べたいことはショウリョウバッタ
は何と仲間なのかです。

たくさんの生き物がつながってい
ることが分かりました

エノコログサの生え
ているほかの場所で
確かめてみよう

えさのエノコログサの
があるからだよ。

ショウリョウ

バッタがいたよ。

「人」もつなが
りがあるよ。



第６学年「生物と地球環境」

<総合的な学習の時間：「守り続けよう私たちの曽根干潟」と関連した実践＞

曽根干潟の２つの河口付近
の地質と生き物を調査する。
デジカメで記録を残す。

撮った写真を活用しながら、
課題別グループで調べ活動。
地域人材を積極的に活用。

PR動画の内容をランキ
ングを使い話し合う。

環境フォーラムにて学び
を発表。PR動画を流す。

協働的な学び・思考の可視化

ひと・もの・ことにふれる

双眼実体顕微鏡を使って地質
を比較



学習後の児童の記述 カブトガニが日本一いることを初めて知りま
した。すごいと思いました。曽根干潟の見方
がちょっと変わって「まぁすごいところだ
なぁ。」から「とてもすごい所なんだ。」と
いうふうに変わりました。

生き物のため、そして自然のためにクリーン
作戦を行っていることがよく分かりました。
それと、海を守るためには、川や森も大切に
していかなければいけないことも分かりまし
た。

クリーン作戦を増やしたり、シチメンソウを曽
根干潟に植えたりしてもっと曽根干潟と関わっ
ていきたいです。

このカニは貫川
にはいなかった

貫川の泥には白い
砂の粒が見えるよ



PR動画で伝えたいことを「ランキング法」を使って話し合う児童の話
し合いの記録 ＜「貴重な生き物がいる干潟」グループの話し合い＞

C1：１番は貴重な生き物が普通種と同じくらい見られ
るってことだよね。
C2：開発が進んでいるから生き物のすみかが減ってい
ることは伝えるべきじゃない？
C3：これからは「人優先」から「生き物優先」で考え
ていかないとまずいよね
C1：その考えは「願い」と重なるところもあるよね
（中略）
C1：たしかに。じゃあこの絶滅危惧種が集まる理由は
自然環境グループが伝えるべきじゃない？
C3：泥と砂（の多い所）が分かれているから絶滅危惧
種が曽根干潟に集まるっていうのはPRになると思う。
C1：ランキングはどうしようか。1番はいいね。
C2：自然環境のこととか植物のことと被るから、絶滅
危惧種が集まる理由とシチメンソウは３、４番目で。
C1：じゃあ2番目は「人優先→自然優先」だね
C3：共生が大事だということが伝えられるね。
C2：自然を優先するのは本当の共生かな？人間のこと
も考えないと共生にならなくない？ （後略）

自然優先のことばかり
考えていたけど、○○
君の「人のことも考え
ないと共生にはならな
い」という考えを聞い
て「たしかに」と思い
ました。共生は簡単な
ことではないと思いま
した。ぼくは、自然を
使わせてもらって（も
らうかわりに）その分、
そうじをしたりして
（自然を）守るといい

のかなぁと思いました。



成果と課題 実践の成果と課題は１年生から６年生までのすべての実
践を総括したものである



今後の展望

・ 新しい学習指導要領とSDGsの視点で捉え直す
「生きて働く知識・理解」「未知のものに対応する思考力・判断力・表
現力」「学びに向かう力」を単元レベル、１時間の授業レベルで細分化
する。また、資質・能力をSDGsの視点で捉え直す。
→今後も「子どもの姿」で検証できるように研究を継続・深化する

・ 「教科横断的なカリキュラム」をブラッシュアップする。
①内容的なつながり（知識）と②学び方のつながり（情報活用、インタ

ビューの仕方など）の両面から整備する。
・ １時間のタイムマネジメントの再考

その時間のねらいを明確にし、不要な部分を省く。
→何を問い、何を学ばせるのか

・ 主体的な学びにする（子どもに「火」をつける）導入の工夫
→導入で何に出会わせ、どのような課題をつかませるのか、そして
どんなゴールを目指すのか。

・ 課題を明確にする実践記録へ
教員の入れ替わりの激しい学校現場での研究の継続では、実践記録の中
で、「うまくいかなかった点」を明確に記録していく体制づくりが必要。

→カリキュラムの継続的な修正



新型コロナウィルス感染防止の中での教育活動の在り方

本年度は、新型コロナウィルス等の影響により、昨年度まで行って
きた学習活動が難しい状況である。そこで、本年度は「新しい生活様
式」に合わせた学習活動の展開や話し合い活動の展開、協働的な学び
の方法等を考え、資質・能力の育成に向けてどれだけ有効であったか
を検証するようにしている。

○「新しい生活様式に合わせた環境学習の創造」

①「『ひと・もの・こと』を中心に据えた主体的な体験活動を取り入

れた指導の工夫」を新しい生活様式に合わせて展開していく。

（例）視聴覚機器を活用し、バーチャルな体験活動を行う

ビデオレターを送って地域の「ひと」とつながる

②「思考の過程を可視化し、話し合いの活発化と協働的な学びの楽し

さを生む対話的な学習の工夫」を新しい生活様式」に合わせて行う。

（例）キャスター付きの小型ホワイトボードや書画カメラ等を活用

しながら、密にならないように話し合い活動を行う
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